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�市報の発行日は�日・��日（�月と��月は�日・��日）です。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・
　ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ問い合わせてください。
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　小平市には、萩山公園プー
ルと東部公園プールの２か所
の屋外プールがあり、平成１６
年度は延べ８３日間営業し、約
７万８，０００人が利用しました。
維持管理経費は約７，６００万円
かかっています。
　経費の一部は利用者の使用料で賄っていますが、萩山公
園プールでは１割、東部公園プールでは２割が利用者負担
です。残りの６，４００万円は税金で負担しています。

シリーズ ④プール（萩山公園・東部公園）

に
延
期
）。
小
平
よ
さ
こ
い
、

模
擬
店
（
当
日
、
先
着
順
で
無

料
券
を
配
布
）
ほ
か
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
。
�
多
摩
済
生

病
院
（
美
園
町
３
�　

�
１
）・

１１

栗
原　

（
３
４
１
）
１
６
１
１

０４２

�
平
和
学
習
講
演
会　

８
月
２

日（
水
）午
後
２
時
〜
４
時
。
中

央
公
民
館
。無
料
。内
容
…
だ
ま

さ
れ
な
い
人
間
に
な
る　

い
つ

か
来
た
道　

い
ま
を
戦
前
に
し

な
い
た
め
に
。
講
師
…
奥
田
泰

弘
氏
（
中
央
大
学
名
誉
教
授
）。

�
小
平
市
女
性
の
つ
ど
い
・
栗

原　

（
３
２
３
）
２
７
２
３

０４２
�
納
涼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

８
月
６
日
（
日
）
午
後
６
時
〜

９
時
。
福
祉
会
館
市
民
ホ
ー

ル
。
会
費
１
千
円
（
抽
選
会
、

飲
み
物
付
）。
�
小
平
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
・
宮
尾
０

９
０
（
３
０
８
９
）
３
８
４
７

�
こ
だ
い
ら
・
雨
情
う
た
ま
つ

り
復
活
第
１
回　

平
成　

年
５

１９

月　

日
。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ

１９
ー
ル
。
出
演
者
募
集
…
雨
情
に

関
連
し
た
歌
、演
奏
、朗
読
な
ど

　

分
以
内
の
発
表
（
個
人
、
団

１０体
不
問
）。
８
月　

日
（
木
）
ま

３１

で
に
、
雨
情
う
た
ま
つ
り
実
行

委
員
会
へ
�
０
７
０
（
５
５
７

１
）
２
５
１
３
（
平
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
）

 
★
社
交
ダ
ン
ス　

フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ　

レ
ッ
ド
フ
ォ
ー　

第 

１
・
３
土
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時
。
仲
町
公
民
館
。
月
会
費
１

千
５
百
円
。
初
心
者
。
�
田
本

　

（
３
４
３
）
３
７
３
３

０４２★
童
謡
の
会　

ア
ヴ
ォ
ン
リ
ー

　

月
１
回
午
後
２
時
〜
４
時
。

中
央
公
民
館
。
月
会
費
１
千
円

（
教
材
費
別
）。
�
柏
原　

（
３

０４２

４
３
）
８
７
６
８

★
生
け
花　

小
桜
会　

第
４
水

曜
日
午
前　

時
〜
正
午
。
中
央

１０

公
民
館
。
会
費
３
か
月
２
千
４

百
円（
花
材
費
別
）。
�
石
塚　
０４２

（
３
４
４
）
８
１
９
２

★
ス
ペ
イ
ン
舞
踊　

津
田
フ
ラ

メ
ン
コ
の
会　

第
１
・
３
水
曜

日
午
後
７
時　

分
〜
９
時
（
初

３０

級
）。
津
田
公
民
館
。
月
会
費

２
千
円
。
�
武
智　

（
３
４
４
）

０４２

１
４
０
０

★
絵
と
工
作　

ピ
カ
ソ
の
会　

第
１
・
３
水
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
〜
５
時
。
花
小
金
井
南
公
民

館
。
月
会
費
２
千
円
。
３
歳
〜

中
学
生
。
�
岡
村
０
４
２
（
４

６
６
）
６
５
１
２

★
こ
ぶ
し
コ
ー
ラ
ス　

第
１
〜

３
水
曜
日
午
前
９
時　

分
〜
正

３０

午
。
仲
町
公
民
館
。
月
会
費
２

千
円
。
�
野
崎　

（
３
４
４
）

０４２

９
３
５
０

★
俳
句　
 
円 　

第
２
土
曜
日
午

ま
ど
か

後
１
時
〜
４
時　

分
（
昼
の

３０

部
）、
午
後
６
時
〜
９
時
（
夜
の

部
）。
中
島
地
域
セ
ン
タ
ー
。

月
会
費
各
部
５
百
円
。
�
た
い

ら　

（
３
４
３
）
８
７
６
０

０４２
★
軽
体
操　

小
川
体
操　

水
曜

日
午
後
３
時　

分
〜
５
時
。
小

３０

平
元
気
村
お
が
わ
東
。
入
会
金

５
百
円
、
月
会
費
２
千
円
。
�

福
永　

（
３
４
３
）
１
３
３
１

０４２

★
健
康
の
た
め
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

玉
川
上
水
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ク
ラ

ブ　

日
曜
日
午
前
７
時
、
中
央

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
出
発
。

年
会
費
３
千
円
。
�
小
坂
井　
０４２

（
３
３
２
）
０
２
４
４

★
社
交
ダ
ン
ス　
 
学  
而 
ク
ラ
ブ

が
く 

じ

　

木
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

福
祉
会
館
。
入
会
金
１
千
円
、

月
会
費
２
千
円
。
中
級
程
度
。

�
木
下　

（
３
４
４
）
９
２
３

０４２

６
（
夜
間
）

★
茶
道　

芙
蓉
会　

第
２
木
曜

日
・
第
４
土
曜
日
午
後
１
時
〜

５
時
。
小
川
東
町
地
域
セ
ン
タ

ー
。
月
会
費
２
千
円
（
茶
菓
代

別
）。
七
事
式
。
裏
千
家
。
�

近
藤　

（
３
４
１
）
０
７
３
８

０４２

★
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

ス
ー

パ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス　

木
曜
・
日

曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
。
市
内

グ
ラ
ウ
ン
ド
。
月
会
費
１
千

円
。
�
山
岡
０
４
２（
４
６
５
）

１
３
９
５

�
都
立
田
無
養
護
学
校
夏
ま
つ

り　

７
月　

日
（
土
）
午
後
４

２２

時
〜
６
時　

分
。
模
擬
店
、
太

３０

鼓
・
大
道
芸
、
作
品
販
売
ほ
か
。

�
都
立
田
無
養
護
学
校
０
４
２

（
４
６
３
）
６
２
６
２

�
多
摩
済
生
病
院
納
涼
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

７
月　
２７

日
（
木
）
正
午
〜
午
後
３
時　
３０

分
（
雨
天
の
場
合　

日
（
金
）

２８

掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５

  　

市
内
で
は
、
今
年
１
月
か
ら

６
月
ま
で
に
、
振
り
込
め
詐
欺

が　

件
発
生
し
、
そ
の
う
ち　

２７

１０

件
が
６
月
中
に
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
で
は
、
息
子
に
な
り
す

ま
し
、
前
日
に
「
携
帯
番
号
を

変
え
た
」
と
連
絡
し
、
電
話
登

録
を
変
更
さ
せ
、
翌
日
に
「
金

を
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
」
な

ど
の
理
由
で
、「
○
○
円
用
意

市
内
で
振
り
込
め

詐

欺

が

多

発

で
き
た
が
、
あ
と
×
×
万
円
足

り
な
い
か
ら
、
何
と
か
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
手
口
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

▽
ま
ず「
お
金
を
振
り
込
ん
で
」

と
言
わ
れ
た
ら
、
振
り
込
め
詐

欺
で
は
な
い
か
と
疑
う

▽
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な

い▽
電
話
の
内
容
を
確
認
し
た

ら
、
一
度
、電
話
を
切
り
、本
人

や
家
族
な
ど
に
事
実
を
確
認
す

る
（
事
前
に
番
号
を
変
え
た
と

連
絡
し
て
く
る
手
口
に
注
意
）

▽
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た

り
、
不
審
に
思
っ
た
ら
、
警
察

に
相
談
す
る

問
合
せ　

小
平
警
察
署
生
活
安

全
課
�　

（
３
４
３
）０
１
１
０

０４２

内
線
２
６
１
２

 　

商
店
で
の
取
り
引
き
や
、
学

校
、
病
院
な
ど
で
証
明
に
使
用

す
る
は
か
り
は
、
２
年
に
一
度

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
機
械
式
は
か
り

は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
検

査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
か
ら
、
す
べ
て
の
は
か
り
に

営
業
用
は
か
り
の

定

期

検

査

つ
い
て
、
検
査
員
が
受
検
対
象

の
方
の
お
店
な
ど
へ
伺
い
、
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
受
検
対
象

の
方
に
は
、
は
が
き
で
事
前
に

通
知
し
ま
す
が
、
通
知
の
な
か

っ
た
方
、
新
た
に
は
か
り
を
使

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
、
ま

た
、
は
か
り
を
使
用
し
な
く
な

っ
た
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
７
日
（
月
）
〜

９
月
１
日
（
金
）

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。

費　

用　

１
台
５
百
円
〜
１
千

８
百
円
程
度

問
合
せ　

産
業
振
興
課
�　
０４２

（
３
４
６
）９
５
３
４
、
東
京
都

計
量
検
定
所
検
査
課
�　

（
５

０３

４
７
０
）
６
６
３
８

が
、
最
初
の
「
０
」
を
省
略
し

た
り
、
市
外
局
番
を
付
け
て
間

違
い
電
話
に
な
っ
て
い
る
事
例

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
電
話
の

際
は
、
お
か
け
間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
年
金
請
求
な
ど
の
相
談　

�

０
５
７
０
（　

）
１
１
６
５

０５

▽
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の

相
談　

�
０
５
７
０
（　

）
１

０７

１
６
５

受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

�
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

７
月
か
ら
、
市
場
化
テ
ス
ト

（
モ
デ
ル
事
業
）
と
し
て
、
武

蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
が
管
轄

す
る
小
平
市
に
お
け
る
国
民
年

金
未
納
保
険
料
の
納
付
督
励
業

務
な
ど
は
、
エ
ー
・
シ
ー
・
エ

ス
債
権
管
理
回
収
�
に
委
託
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
国
民
年
金
保
険
料
課
�
０

４
２
２
（　

）
１
４
１
１

５６

野
社
会
保
険
事
務
所
�
０
４
２

２
（　

）
１
４
１
１

５６

�
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
の

電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
相

談
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、

全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
す

 　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
免
除
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

免
除
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の

全
額
免
除
、
半
額
納
付
に
加
え

て
、
７
月
か
ら
新
た
に
４
分
の

１
納
付
、
４
分
の
３
納
付
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
免
除
制
度
は
、
被

保
険
者
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基

準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
受

け
ら
れ
ま
す
（
下
表
参
照
）。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
取
り

扱
い
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
免
除
制
度
以
外
に
も
、　

歳
３０

未
満
の
方
に
は
、
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
１
、
武
蔵

保
険
料
の
免
除
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
趣

味
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
問
合
せ
先
へ
（
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
本
店

JA

「
ハ
ー
ト
フ
ル
む
さ
し
係
」

（
〒　

�
０
０
１
２　

小
金
井

１８４

市
中
町
４
�　

�　

）
�　

１６

２４

０４２

（
３
８
８
）
８
８
６
７
、
�　
０４２

（
３
８
８
）
８
８
７
３

 
�
夏
だ
、
祭
り
だ
、
商
店
街
に

集
ま
れ

　

市
内
商
店
会
で
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

問
合
せ　

各
商
店
会
、
産
業
振

興
課
�　

（
３
４
６
）９
５
３
４

０４２

市
内
商
店
会
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

ら
ず
に
お
い
し
く
頂
け
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ト
マ
ト
や
キ
ュ

ウ
リ
、
ナ
ス
な
ど
の
定
番
野
菜

か
ら
ゴ
ー
ヤ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
な

ど
幅
広
く
直
売
し
て
い
ま
す
。

　

新
鮮
・
安
心
な
市
内
産
農
産

物
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
３

 　
　

東
京
む
さ
し
で
は
、小
平
・

JA
三
鷹
・
国
分
寺
・
小
金
井
・
武
蔵

野
市
内
の
農
家
の
独
身
男
性
と

農
業
に
関
心
の
あ
る
女
性
と
の

交
流
を
図
る
た
め
農
業
体
験
を

通
し
た
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日　

程　

▽
第
１
回
…
９
月
２

日
（
土
）　

午
後
１
時
か
ら

（
種
ま
き
と
苗
の
植
え
付
け
）

※
第
２
回
は
、
収
穫
体
験
を　
１１

月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
両
日
と
も
、
農
業
体
験
後
に

懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

三
鷹
市
内
農
家
、
三

鷹
緑
化
セ
ン
タ
ー

費　

用　

会
費
２
千
円

対　

象　
　

歳
以
上
の
独
身
女

２０

性定　

員　
　

人
２０

申
込
み　

８
月
４
日
（
金
）
ま

で
（
必
着
）
に
、
は
が
き
に
住

農
業
体
験
・
交
流
会

参
加
女
性
募
集

行
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
住
ま

い
で
快
適
に
安
心
し
て
生
活
を

送
る
た
め
に
も
、
早
め
の
修
繕

が
必
要
で
す
。

　

小
さ
な
工
事
で
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
文
化
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
２

 　

市
内
の
農
家
の
直
売
所
に
、

朝
採
り
の
夏
野
菜
が
並
ぶ
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
枝
豆
な
ど
が
旬
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
収
穫
す

る
と
甘
み
が
減
少
し
て
い
く
た

め
、
収
穫
し
て
か
ら
食
卓
に
届

く
ま
で
の
時
間
が
勝
負
で
す
。

　

ま
た
、
枝
豆
も
鮮
度
が
大
切

で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
豆

が
硬
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
枝

豆
は
、
水
１
�
に　

�
の
塩
を

４０

入
れ
、
沸
騰
さ
せ
て
か
ら
２
百

　

�
の
枝
豆
を
入
れ
、
３
〜
５

５０分
で
ゆ
で
あ
が
り
で
す
。
そ
れ

を
な
べ
か
ら
あ
げ
て
冷
水
や
氷

水
で
冷
や
す
の
で
は
な
く
、
う

ち
わ
で
あ
お
ぐ
と
水
っ
ぽ
く
な

夏
野
菜
の
季
節
で
す

畑
か
ら
ま
っ
し
ぐ
ら

 　

暑
さ
が
本
格
的
に
な
る
季
節

は
、
水
と
花
火
の
事
故
や
熱
中

症
が
増
加
す
る
時
期
で
す
。
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�
水
の
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

▽
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
は
目
を

離
さ
ず
、
遊
泳
中
や
水
遊
び
中

は
大
人
が
付
き
添
う

▽
海
・
河
川
で
は
、
気
象
状
況

に
注
意
す
る

�
花
火
の
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

▽
説
明
書
を
よ
く
読
み
注
意
事

項
を
守
り
、
正
し
く
取
り
扱
う

▽
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を

用
意
し
、
遊
び
終
わ
っ
た
花
火

の
残
り
火
を
完
全
に
消
す

�
熱
中
症
防
止
ポ
イ
ン
ト

▽
外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
で
直

射
日
光
を
避
け
る

▽
屋
内
外
を
問
わ
ず
、
こ
ま
め

に
休
憩
し
、
水
分
補
給
を
す
る

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

�　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 　

市
で
は
、
市
内
の
建
設
業
者

団
体
（
小
平
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
斡
旋
協
会
）と
協
定
を
結
び
、

安
心
し
て
発
注
で
き
る
業
者
や

職
人
さ
ん
を
紹
介
す
る
事
業
を

水
や
花
火
に
よ
る

事
故
と
熱
中
症
を

防

ご

う

市

内

業

者

を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

住

ま

い

の

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

病
院
な
ど
の
窓
口
へ
、
忘
れ
ず

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課
医
療

係
（
市
役
所
１
階
）
�　

（
３

０４２

４
６
）
９
５
３
８

担
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
（
表
１
�
）。

※
住
民
税
課
税
所
得
が
百　

万
４５

円
以
上
２
百　

万
円
未
満
の
方

１３

に
つ
い
て
は
、「
一
定
以
上
所

得
者
」
と
し
て
一
部
負
担
金
の

割
合
は
「
３
割
（
平
成　

年
９

１８

月　

日
ま
で
は
２
割
）」と
な
り

３０
ま
す
が
、
１
か
月
の
自
己
負
担

限
度
額
が
「
一
般
」
の
区
分
に

軽
減
さ
れ
る
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
（
表
１
�
・
�
）。

�
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を

　

一
定
以
上
所
得
者
で
、
�老

 

医

療
受
給
者
お
よ
び
同
じ
世
帯
の

　

歳
以
上
の
方
の
平
成　

年
中

７０

１７

の
収
入
の
合
計
額
が
、
基
準

（
表
２
）
を
満
た
す
方
は
、
申

請
に
よ
り
一
部
負
担
金
の
割
合

と
、
１
か
月
の
自
己
負
担
限
度

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
し
た
翌
月
か
ら
適
用
に

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

�
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
申
請
を

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
方
は
、
申
請
に
よ
り
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
（
表
３
）

さ
れ
る
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
入
院
時
の
窓
口
で

の
一
部
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま

す
（
表
１
）。

※
老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課

税
措
置
の
廃
止
に
よ
り
、
世
帯

員
の
う
ち
一
部（
例
え
ば
夫
）が

課
税
者
に
な
る
が
、
一
部
（
例

え
ば
妻
）は
非
課
税
者
の
場
合
、

非
課
税
者（
妻
）に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
り
低
所
得
Ⅱ
の
限
度

額
と
す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

※
世
帯
員
の
中
に
住
民
税
未
申

告
者
が
い
る
と
、
非
課
税
世
帯

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
所

得
を
確
認
で
き
る
も
の
（
年
金

の
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
を
持
参

の
う
え
、市
役
所
２
階
税
務
課
、

東
部
・
西
部
出
張
所
で
、
所
得

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�老
 

医
療
受
給
者
証
な
ど
を
発

送
し
ま
す

　

一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更

に
な
る
方
、
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
申
請
が
認

め
ら
れ
た
方
に
は
、
７
月
下
旬

に
�老
 

医
療
受
給
者
証
、
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
８
月
１
日
か
ら
の
�老
 

医
療
受

給
者
証
に
は
、
一
部
負
担
金
の

割
合
が
「
１
割
」
ま
た
は
「
３

割
（
平
成　

年
９
月　

日
ま
で

１８

３０

は
２
割
）」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

�
主
な
改
正
点

▽
平
成　

年
８
月
か
ら

１８

　

老
人
保
健
で
は
、
毎
年
８
月

に
そ
の
年
の
住
民
税
の
課
税
所

得
額
に
基
づ
き
、
病
院
な
ど
で

支
払
う
一
部
負
担
金
の
割
合
の

判
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

負
担
区
分
の
判
定
基
準
が
変
わ

り
ま
す
（
表
１
�
）。

▽
平
成　

年　

月
か
ら

１８

１０

　

現
在
「
一
定
以
上
所
得
者
」

の
一
部
負
担
金
の
割
合
は
２
割

で
す
が
、
改
正
に
よ
り
３
割
に

な
り
、
ま
た
、「
一
定
以
上
所
得

者
」
と
「
一
般
」
の
区
分
に
該

当
す
る
方
の
１
か
月
の
自
己
負

す
る
グ
ル
ー
プ
Ａ
…　

店
４５

▽
自
転
車
や
徒
歩
で
搬
入
す
る

グ
ル
ー
プ
Ｂ
…　

店
１５

※
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
方
は
、
会
場

周
辺
で
の
車
利
用
を
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

８
月
４
日
（
金
）
ま

で
に
、
問
合
せ
先
ヘ
（
送
付
可
、

電
話
不
可
）

※
送
付
の
場
合
は
、
８
月
４
日

（
金
）ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、

は
が
き
に
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
申
込
み
」と
明
記
し
、代

表
者
の
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
搬
入
方
法
（
車
、

ま
た
は
自
転
車
・
徒
歩
）、
出
店

内
容
、
ご
み
減
量
の
ア
イ
デ
ア

を
記
入
の
う
え
、問
合
せ
先
へ
。

※
ご
み
減
量
の
ア
イ
デ
ア
が
ユ

ニ
ー
ク
な
５
店
を
、
優
先
し
て

当
選
と
し
ま
す
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
８
月　

日
（
木
）
ま
で
に

１７

当
選
者
の
み
に
参
加
要
領
を
発

送
し
ま
す
。

※
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
重
複
し
た

申
込
み
や
、
内
容
不
備
な
ど
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

公
開
抽
選
会　

８
月　

日（
木
）

１０

　

午
後
２
時　

分
か
ら　

市
役

３０

所
６
階
男
子
休
憩
室

※
電
話
で
の
照
会
不
可
。

 　

着
物
地
か
ら
洋
服
を
作
る
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
オ
ブ
ジ
ェ

を
作
る
な
ど
、
不
用
に
な
っ
た

日
用
品
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

リ
サ
イ
ク
ル
作
品
を
募
集
し
ま

す
（
作
品
の
大
き
さ
は
１
辺
が

１
�
を
限
度
と
し
ま
す
）。

　

作
品
は
、
１
週
間
、
健
康
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。ま
た
、

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し

上
げ
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
ア
マ
チ

ュ
ア
の
方

申
込
み　

８
月　

日（
木
）ま
で

３１

に
、
作
品
を
問
合
せ
先
へ
持
参

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課

（
〒　

�
８
７
０
１　

小
平
市

１８７

役
所
）
�　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

３
５ リ

サ
イ
ク
ル
作
品
募
集

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
広
域
行
政
圏
協
議
会
、
小
平

市※
当
日
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
ほ
か
に
、
ご
み
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
出
展
や
、

歌
や
踊
り
の
舞
台
披
露
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

 
参
加
費　

１
千
円

対　

象　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
２
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
市
内
・

多
摩
六
都
圏
域
（
東
村
山
市
、

清
瀬
市
、
東
久
留
米
市
、
西
東

京
市
）・
東
大
和
市
・
武
蔵
村
山

市
に
在
住
の
方

※
参
加
費
の
う
ち
４
百
円
を
森

林
保
護
団
体
に
寄
付
し
ま
す
の

で
、賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

募
集
数　
　

店　

▽
車
で
搬
入

６０

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
グ
ル
ー
プ
募
集

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

と　

き　

９
月
９
日
（
土
）　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

※
雨
天
の
場
合
は
、
９
月　

日
１０

（
日
）
に
順
延
、　

日
（
日
）

１０

も
雨
天
の
場
合
は
中
止
。

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
前
市
民
広

場主　

催　

小
平
市
ご
み
減
量
推

進
実
行
委
員
会
、
多
摩
北
部
都

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　第２２回若葉カップ全国小学生バドミントン大会

（８月４日（金）～７日（月）、京都府長岡京市）

に東京代表として出場する小平ジュニアバドミン

トンクラブの選手たちが、市長を表敬訪問しまし

た。

　市長からは「去年は３位でしたが、今年はそれ

以上の成績をあげて、また報告に来てください」

と激励の言葉がかけられました。

１５年連続全国大会出場
小平ジュニアバドミントンクラブ

 表１ �老 負担区分の基準

�平成１８年７月３１日まで
１か月の自己負担限度額

負担
割合負担区分

老人保健受給者および同
じ世帯の７０歳以上の方の
住民税課税所得額

入院＋外来の場合
（世帯ごと）

外来だけ
の 場 合

７２，３００円＋１％（※３）４０，２００円２割一定以上所得者１４５万円以上
４０，２００円１２，０００円

１割
一　　般

１４５万円未満 ２４，６００円
 ８，０００円

低所得Ⅱ（※１）
１５，０００円低所得Ⅰ（※２）

※１　世帯全員が住民税非課税の方。
※２　世帯全員が住民税非課税で、かつ各所得が必要経費・控除を差し引いたときに０円に

なる方（単身世帯で年金収入のみの場合…６５万円以下）。
※３　１％は３６１，５００円を超えた医療費の１％。

�平成１８年８月１日から９月３０日まで
１か月の自己負担限度額

負担
割合負担区分

老人保健受給者および同
じ世帯の７０歳以上の方の
住民税課税所得額

入院＋外来の場合
（世帯ごと）

外来だけ
の 場 合

７２，３００円＋１％４０，２００円
２割一定以上所得者

２１３万円以上

４０，２００円１２，０００円
１４５万円以上２１３万円未満

１割
一　　般

１４５万円未満 ２４，６００円
 ８，０００円

低所得Ⅱ（※４）
１５，０００円低所得Ⅰ（※５）

※４　世帯全員が住民税非課税の方。ただし、老年者に係る住民税非課税措置の廃止により
住民税が課税になった方と同じ世帯の非課税の方を含む（この場合は、入院時の自己
負担限度額は一般の区分となります）。

※５　世帯全員が住民税非課税で、かつ各所得が必要経費・控除を差し引いたときに０円に
なる方（単身世帯で年金収入のみの場合…８０万円以下）。

�平成１８年１０月１日から
１か月の自己負担限度額

負担
割合負担区分

老人保健受給者および同
じ世帯の７０歳以上の方の
住民税課税所得額

入院＋外来の場合
（世帯ごと）

外来だけ
の 場 合

８０，１００円＋１％（※６）４４，４００円
３割一定以上所得者

２１３万円以上

４４，４００円１２，０００円
１４５万円以上２１３万円未満

１割
一　　般

１４５万円未満 ２４，６００円
 ８，０００円

低所得Ⅱ（※４）
１５，０００円低所得Ⅰ（※５）

※６　１％は２６７，０００円を超えた医療費の１％。

�

市内商店会イベント　日程
問 合 せ内　　　容ところと　　き

花小金井商栄会
�０４２（４６３）８６６６

サンバフェスティバル
歩行者天国、模擬店ほか花小金井駅北口７月２３日（日）

午後５時～９時

一橋学園南口
   商店会
�０４２（３４１）０７１６

第３８回市民ふれあい納涼盆
踊り大会
お子さん向けゲーム大会、
よさこい踊り（四小児童）、
模擬店ほか

一橋学園駅南口
（ロータリー）

８月１日（火）・２日（水）
午後６時～９時３０分

雨天順延

サマーフェスティ
バル実行委員会
�０４２（３４１）１１３８

サマーフェスティバル ｉｎ
こだいら
特設ステージでの生演奏など、
サッカーゴールキック大会（５
日）、金魚つかみ取り（６日）

小平駅南口
（ロータリー）

８月５日（土）・６日（日）
午後３時～８時３０分

東京街道商工
   親和会
�０４２（４６５）８３８４

親和会夏祭り
盆踊り大会、お子さんにお
菓子配布、模擬店ほか

花小金井四丁目
市民広場

８月５日（土）
午後４時～９時３０分

あいあい中宿
   商店会
�０４２（３４１）２６３５

あいあい中宿夏まつり
福引大抽選会、小平よさこ
い踊り（六小・十三小児童）、
吹奏楽（二中生徒）、和太鼓、
模擬店、風船無料配布ほか

あいあい中宿
商店会
（小川駅西口）

８月６日（日）
正午～午後６時

　萩山公園プールは昭和４６年に、東部公園プールは昭和６０年に
オープンし、施設の老朽化が進んでいます。そのため、今後、
維持補修に多くの費用が必要となります。

プールの維持管理に
税金６，４００万円が使われています

ご意見・ご感想をお寄せください
�０４２（３４６）９５１３、電子メールzaisei@city.kodaira.lg.jp

問合せ　財政課　�０４２（３４６）９５０４

金　額内　　　　容
７，６１５万円維持管理経費 （Ａ）

費　用 ２，５５８万円萩山公園プール（営業日数３９日）
５，０５７万円東部公園プール（営業日数４４日）
１，２６４万円プール使用料 （Ｂ）

収　入 ２２０万円萩山公園プール（１８，４４６人）
１，０４４万円東部公園プール（５９，１５１人）
６，３５１万円費用（Ａ）－ 収入（Ｂ）税負担

※費用には、減価償却は含めていません。
※プール使用料は、萩山公園２５０円（中学生以下５０円）、東部
公園３５０円（中学生以下１００円）です（平成１６年１０月改正）。

プールのコスト

�
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免除の対象となる所得の目安（平成１８年度）
年金額
の計算

一部納付額
（月額）

４人
（※２）

２人
（※１）単身

世帯構成
免除等種類

３分の１１６２万円 ９２万円 ５７万円全 額 免 除
２分の１ ３，４７０円２３０万円１４２万円 ９３万円１／４納付
３分の２ ６，９３０円２８２万円１９５万円１４１万円半 額 納 付
６分の５１０，４００円３３５万円２４７万円１８９万円３／４納付

※１　２人世帯は、夫婦のみで、夫か妻のどちらかに所得がある場合。
※２　４人世帯は、夫婦と子２人の場合で、夫婦のどちらかに所得が
　　　あり、子は１６歳未満の場合。

多
摩
六
都
フ
ェ
ア

こ
だ
い
ら
エ
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’ ０６

１か月の自己負担限度額
一部負担金
の割合 入院＋外来の場合

（世帯ごと）
外来だけ
の 場 合

４０，２００円
（４４，４００円）１２，０００円

１割
２割（３割）
１割
２割（３割）
※（　）内の数字は、平成１８年１０月１日以
降、適用になります。

 表２ 基準収入額適用申請の基準額
平成１７年中の収入額

（２人以上世帯の場合は
　合算した額）

世　帯

３８３万円未満１人世帯 ３８３万円以上４８４万円未満
５２０万円未満２人以上

世帯（※１）５２０万円以上６２１万円未満
※１　同じ世帯に老人保健受給者および

７０歳以上の方が２人以上の世帯。

基
準
収
入
額

適
用
申
請

 表３ 入院時の食事代の自己負担
１　食
当たり区　　　分

２６０円一定以上所得者・一般
２１０円９０日までの入院

低所得Ⅱ
１６０円過去１２か月で９０日を

超える入院（※）
１００円低所得Ⅰ

※長期入院の認定申請が必要です。
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